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い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・
い
つ
ま
で

も
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
「
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
」
を
推
進
し
、
誰
に
で
も
気
軽
に
で

き
る
軽
ス
ポ
ー
ツ
を
み
ん
な
で
一
緒
に

楽
し
み
な
が
ら
、
仲
間
づ
く
り
・
地
域

づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
を
趣
旨
に
18

回
を
数
え
る
事
業
を
60
数
人
が
実
行
委

員
と
し
て
協
力
し
盛
り
上
げ
て
い
る
。

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
異
世
代
交
流
の
す

す
め
と
し
て
市
内
の
小
学
校
に
も
呼
び

か
け
、
未
就
学
児
か
ら
80
代
ま
で
62
チ

ー
ム
３
０
０
人
余
り
が
参
加
し
た
。
大

人
（
中
学
生
以
上
）
と
子
ど
も
（
小
学

生
以
下
）
が
必
ず
入
り
、
2
人
以
上
5

人
以
内
で
チ
ー
ム
を
組
み
、
７
種
目
の

軽
ス
ポ
ー
ツ
に
対
抗
競
技
と
し
て
挑
戦

す
る
。
競
技
性
の
低
い
軽
ス
ポ
ー
ツ
と

は
い
え
初
心
者
は
思

い
通
り
に
な
ら
ず
、

入
賞
を
目
指
し
て
熱

い
汗
も
冷
や
汗
も
流

し
て
い
た
。
ボ
ー
ル

を
投
げ
て
的
を
抜
く

「
ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
」
立
て
た
棒
に

よ
っ
て
得
点
が
違
う「
わ
な
げ
9
＆
Ｑ
」

ク
ラ
ブ
で
ボ
ー
ル
を
打
っ
て
ゴ
ー
ル
を

狙
う
「
ピ
ロ
ポ
ロ
シ
ュ
ー
ト
」
障
害
物

の
空
ボ
ト
ル
を
避
け
て
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー

ル
を
蹴
る
「
Ｐ
Ｋ
ゲ
ー
ム
」
他
「
フ
ラ

イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
」「
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
」「
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
」

で
総
合
得
点
を
競
う
。

　

祖
父
母
、
兄
の
温あ
つ
き輝
君
（
堀
金
中
１

年
）、
航
希
君
（
堀
金
小
5
年
）
と
参

加
し
た
田
中
菜
々
咲
さ
ん
（
堀
金
小
3

年
）
は
、
仕
事
を
終
え
て
駆
け
付
け
た

お
父
さ
ん
と
ペ
ア
を
組
み
大
喜
び
だ
っ

た
。
前
回
2
位
だ
っ
た
と
い
う
中
戸
川

佳
奈
さ
ん
（
堀
金
小
5
年
）
は
、
お
父

さ
ん
と
2
人
で
参
加
し
た
今
回
も
2
位

と
な
り
、
準
優
勝
の
好

成
績
に
も
浮
か
な
い
顔

で
「
も
う
１
回
、
来
年

チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
」
と

小
さ
な
闘
志
を
燃
や

し
て
い
た
。（
山
東
路
）

　（
穂
高
公
民
館
　
文
化
教
養
講
座
）

　

穂
高
公
民
館
で
は
、
6
月
6
日
、
安

曇
野
市
文
化
課
の
山
下
泰
永
さ
ん
を
講

師
に
迎
え
「
穂
高
地
域
の
古
墳
巡
り
」

講
座
を
開
催
し
、
13
人
が
参
加
し
た
。

　

こ
の
講
座
の
参
加
募
集
を
し
た
と
こ

ろ
、
予
定
人
員
の
2
倍
を
超
す
申
し
込

み
が
あ
っ
た
た
め
、
同
じ
内
容
の
講
座

を
7
月
20
日
に
も
実
施
し
、
15
人
が
参

加
し
た
。

　

約
１
４
０
０
年
前
の
古
墳
時
代
後
期

か
ら
終
末
期
に
安
曇
野
の
開
発
を
手
が

け
た
先
人
の
墓
で
あ
っ
た
西
山
山
麓
の

5
か
所
の
古
墳
を
訪
れ
た
。

　

初
め
に
松
尾
寺
山
公
園
に
あ
る
穂
高

郷
土
資
料
館
で
古
墳
か
ら
の
出
土
品
の

見
学
を
行
っ
た
。
全
員
が
初
め
て
こ
こ

を
訪
れ
た
方
々
で
、
興
味
深
く
出
土
品

を
見
学
し
な
が
ら
、
講
師
の
山
下
さ
ん

に
様
々
な
質
問
を
し
て
い
た
。

陵み
さ
さ
ぎ
づ
か
塚
古
墳
（
Ａ
‐

１
号
墳
）
は
、
宮

城
の
穂
高
高
原
寮

の
北
方
、
中
房
川

右
岸
に
あ
る
横
穴

式
石
室
を
持
つ
円

墳
で
保
存
状
態
が

よ
く
石
積
み
の
様

子
が
よ
く
分
か
っ

た
。
入
口
部
分
は

や
や
狭
い
が
奥
の

方
は
広
く
な
っ
て

お
り
、
這
い
つ
く
ば
っ
て
中
に
入
っ
て

観
察
し
た
人
も
い
た
。

　

魏ぎ
し
き
の
い
わ
や

石
鬼
窟
古
墳
（
Ｄ
‐
１
号
墳
）
は
、

有
明
山
神
社
の
東
方
約
５
０
０
㍍
の
山

の
中
に
あ
り
、
観
音
堂
が
乗
る
花
崗
岩

の
巨
石
が
古
墳
の
屋
根
と
な
っ
て
い

る
。
八
面
大
王
の
棲
家
だ
っ
た
と
い
う

伝
説
も
残
る
古
墳
だ
が
、
後
年
有
明
山

の
信
仰
に
関
わ
る
修
験
者
の
修
行
の
場

と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分

か
っ
て
い
る
。

　

ぢ
い
が
塚
古
墳
（
Ｂ
‐
１
号
墳
）
は
、

山
麓
線
の
す
ぐ
西
の
天
満
沢
左
岸
に
あ

り
、
有
明
古
墳
群
の
中
で
最
も
大
き
い

も
の
の
ひ
と
つ
で
石
室
の
中
が
よ
く
観

察
で
き
る
。
2
回
の
講
座
と
も
中
か
ら

大
き
な
こ
う
も
り
が
飛
び
出
し
、
一
同

は
び
っ
く
り
し
た
。

　

林
の
中
に
ひ
っ
そ
り
と
あ
る
古
墳
を

見
学
し
な
が
ら
、
古
墳
時
代
に
思
い
を

は
せ
、
参
加
者
は
満
足
げ
な
表
情
を
浮

か
べ
て
い
た
。

　

堀
金
公
民
館
と
堀
金
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
は
、
安
曇
野
総
合
型
地
域
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
「
ス
ポ
ネ
ッ
ト
常
念
」
と
共
催
に
よ
り
7
月
2
日
、「
第
18
回
み
ん

な
で
ス
ポ
ー
ツ
in
常
念
」
を
堀
金
中
央
公
園
と
常
念
ド
ー
ム
で
開
い
た
。

　

皆
さ
ん
の
作
品
を
地
域
の
文
化
祭
に
出
展
し
ま
せ
ん
か
？

　

出
展
さ
れ
た
作
品
の
中
か
ら
平
成
30
年
3
月
開
催
の

「
安
曇
野
市
総
合
芸
術
展
」
の
出
展
作
品
が
選
ば
れ
ま
す
。

　

詳
し
い
募
集
内
容
は
次
の
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
！

文
　
化
　
祭
　
作
　
品
　
募
　
集

陵塚古墳

魏石鬼窟古墳

安曇野市

中央公民館

No.38 2017.9.6

TEL71-2466

み
ん
な
で
ス
ポ
ー
ツ
in
常
念

大
人
と
子
ど
も
で
チ
ー
ム
結
成

穂
高
地
域
の
古
墳
巡
り
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三郷　　問い合わせ先：三郷公民館（477－2109　677－6060）

堀金　　問い合わせ先：堀金公民館（472－5796　672－4900）

明科　　問い合わせ先：明科公民館（462－4605　662－5894）

展示日程
（展示場所）

文化産業展（三郷文化公園体育館）
展　示：10月21日（土）午後 1 時～ 8 時

22日（日）午前 9 時～午後 4 時
搬　入：10月21日（土）午前 9 時～ 10 時
片付け：10月22日（日）午後 4 時～ 5 時
菊花展（三郷公民館ロビー）
展　示：10 月 31 日（火）～ 11 月 4 日（土）

午前 9 時～午後 9 時
※4日（土）は午後 3 時まで

搬　入：10月30日（月）午後１時～ 3 時
片付け：11月 4日（土）午後 4 時～ 5 時

ステージ発表

ふれあいコンサート（三郷中学校講堂）
開催日時：10月28日（土）

午前 9 時～正午
芸能発表会（三郷公民館　講堂）
開催日時：11月 4日（土）

午前 9 時～午後 3 時
 

申込み期限 9 月１日（金）
申込み方法 三郷公民館（三郷支所）窓口で所定の用紙に記入
募集内容 盆栽･山野草･木彫石彫･生花･絵画･彫刻・彫塑・手工芸･短歌俳句･和洋裁･写真･絵画･書道･菊花など

展示日程
（展示場所）

作品展示（堀金総合体育館）
展　示：11 月 3 日（金・祝）～ 11 月 5 日（日）

午前 9 時～午後 5 時　
※ 11 月 5 日（日）は午後 4 時まで

搬　入：11 月 1 日（水）午後 1 時～ 5 時
　　　　11 月 2 日（木）午前 9 時～午後 5 時
片付け：11 月 5 日（日）午後 4 時～ 5 時

ステージ発表

 開催日：11 月 3 日（金・祝）
 場　所：堀金総合体育館サブアリーナ
まどいの広場
午前 10 時～ 11 時 30 分
芸能祭
午後 0 時 15 分～ 6 時

申込み期限 個人で出品される方　10 月 25 日（水） 堀金一周駅伝大会
申込み方法 堀金公民館窓口で所定の用紙に記入 開 催 日：11 月 12 日（日）

発走場所：堀金支所正面駐車場
オープン参加：午前 9 時 15 分～
発走時間：午前 9 時 45 分～

募集内容
菊花・盆栽・書道・写真・絵画・彫刻・彫塑・陶芸・
水墨画・手芸・生花・フラワーアレンジメントなど

展示日程
（展示場所）

作品展示（明科公民館）
展　示：11 月 3 日（金・祝）～11月5日（日）
　　　　午前 9 時～午後 5 時
　　　　※ 11 月 5 日（日）は午後 3 時まで
搬　入：11 月 2 日（木）午前 9 時～
片付け：11 月 5 日（日）午後 3 時～

ステージ発表

お楽しみサロン（明科公民館講堂）
 11 月 4 日（土）午前 10 時～午後 3 時
芸能発表会（明科公民館講堂）
11 月 5 日（日）午前 10 時～午後 2 時

申込み期限 9 月 29 日（金）
申込み方法 明科公民館窓口で所定の用紙に記入

募集内容
書道・水墨画・絵画・写真・彫刻・彫塑・陶芸・和洋裁・手芸・織物・
押花・押絵・生花・菊花・盆栽・短歌俳句・学習発表など
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地域文化祭の開催 ・作品募集
日ごろの活動の成果であるご自慢の作品・一芸を文化祭で発表しませんか。
出展点数は作品内容によって異なりますので、各地域公民館へお問い合わせください。
また、文化祭に出展した作品の中から、平成 30 年３月開催の「安曇野市総合芸術展」の

出展作品が選ばれます。皆さんの出展をお待ちしています。
※なお、都合により時間などが変更になる場合があります。

豊科　　問い合わせ先：豊科公民館（472－2158　673－6401）　　※日程は予定

穂高　　問い合わせ先：穂高公民館（482－5970　682－3990）

展示日程
（展示場所）

美術・書道・一般作品（豊科公民館、豊科郷土博物館）
　展　示：11月 6日（月）～11月12日（日）
　　　　　午前 9 時～午後 5 時

※ 12日（日）は午後 3 時まで
　搬　入：11月5日（日）午前 9 時～（豊科公民館）
　　　　　午後 1時～（豊科郷土博物館）
　片付け：11月12日（日）午後 3 時～

菊花展（豊科交流学習センター「きぼう」回廊中庭）
展　示：10月27日（金）～10月31日（火）

 午前 9 時～午後 5 時
搬　入：10月26日（木）午後 1 時～
片付け：11月１日（水）午前 8 時 30 分～
華道展（豊科交流学習センター「きぼう」）
 展　示：10月28日（土）～29日（日）
　　　　 午前 9 時～午後 5 時
　　　　※29日（日）は午後 3 時まで
短歌大会（豊科身体障害者会館）
　開催日：11月11日（土）
俳句大会（豊科公民館　大会議室）
　開催日：11月19日（日）

ステージ発表
（開催場所）

芸能発表会（豊科公民館　大ホール）
開催日時：11月 3日（金・祝）

午前 8 時 30 分～午後 5 時
（各種出演者募集）

申込み期限 9 月 22 日（金）
申込み方法 豊科公民館窓口で所定の用紙に記入
募集内容 絵画・水墨画・書道・写真・彫刻・彫塑・工芸・菊花・盆栽など

展示日程
（展示場所）

総合美術展（穂高総合体育館）
展　示：11月3日（金・祝）～5日（日）

午前 9 時～午後 5 時　
※5日（日）は午後 3 時まで

搬　入：11月2日（木）午後 1 時
片付け：11月5日（日）午後 3 時

あづみ野菊花展（穂高神社）
展　示：10月28日（土）～11月12日（日）

　　　　 午前 9 時～午後 5 時
　　　　 ※ 12日（日）は午後４時まで
搬　入：10月25日（水）～26日（木）
　　　　※予備日27日（金）
片付け：11月13日（月）
盆栽・山野草展（穂高神社）
展　示：10月20日（金）～22日（日）

　　　　 午前 9 時～午後 4 時
　　　　 ※ 22日（日）は午後 3 時まで

ステージ発表
（開催場所）

芸能まつり（穂高会館講堂）
カラオケ：11月3日（金・祝）午前10時～午後4時30分
　一部：11月4日（土）
　　　　午前 9 時 30 分～午後 3 時
　二部：11月5日（日）午前9時～正午

申込み期限 9 月 30 日（土）
申込み方法 穂高公民館窓口で所定の用紙に記入
募集内容 書道・絵画・写真・短歌俳句・陶芸・彫刻・彫塑・手工芸・木彫・菊花・踊り・合唱・カラオケなど
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三
郷
公
民
館
は
7
月
12
日
、
小
林
一

茶
の
ふ
る
さ
と
上
水
内
郡
信
濃
町
柏
原

や
野
尻
湖
、
中
野
市
永
江
に
あ
る
高
野

辰
之
記
念
館
を
訪
ね
る
「
ふ
る
さ
と
講

た
講
師
の
木
船
清
さ
ん
の
話
を
聞
き
、

植
物
に
つ
い
て
は
講
師
の
小
河
深
美
さ

ん
の
解
説
に
耳

を
傾
け
た
。

　

一
茶
記
念
館

で
は
、「
俳
句
」

と
呼
ば
れ
る
前

の
「
俳
諧
」
の

世
界
に
浸
り
な

が
ら
、
一
茶
に

ま
つ
わ
る
里
を

歩
い
た
。

（
山
東
路
）

　

燕え
ん
ざ
ん
そ
う

山
荘
の
オ
ー
ナ
ー
赤
沼
健
至
さ
ん

に
よ
る
講
演
会
が
7
月
4
日
午
後
7
時

よ
り
開
催
さ
れ
、60
人
程
が
聴
講
し
た
。

燕
山
荘
は
、山
岳
雑
誌
掲
載
の「
泊
ま
っ

て
よ
か
っ
た
山
小
屋
」「
泊
ま
っ
て
み

た
い
山
小
屋
」
全
国
一
位
に
選
ば
れ
る

人
気
の
山
小
屋
だ
。
講
演
で
は
四
季
の

山
々
や
ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
ヒ
ナ
の
愛
く
る

し
い
写
真
な
ど
を
見
な
が
ら
、
雄
大
な

自
然
の
持
つ
厳
し
さ

や
登
山
の
醍
醐
味
な

ど
が
語
ら
れ
た
。
大

町
岳
陽
高
校
三
年
生

で
山
岳
部
の
武
江
真

歩
さ
ん
は
「
ソ
ロ
で

燕つ
ば
く
ろ
だ
け
岳
に
登
る
際
に
立

ち
寄
る
つ
も
り
」
と

話
し
た
。

座
」
を
開
催
し
た
。
自
然
を
満
喫
し
、

歴
史
や
文
化
を
学
ぶ
北
信
濃
の
旅
に
23

人
が
参
加
し
た
。

　

高
野
辰
之
記
念
館
で
は
、「
南
安
曇

農
業
」「
穂
高
商
業
」「
松
商
学
園
」「
松

本
県
ヶ
丘
」
な
ど
の
高
校
の
校
歌
も
作

詞
し
て
い
る
教
育
者
で
あ
り
国
文
学
者

で
文
学
博
士
の
高
野
辰
之
が
、
唱
歌
の

不
朽
の
名
作
「
故
郷
」「
朧
月
夜
」
等

を
作
詞
し
た
原
風
景
に
ふ
れ
功
績
を
し

の
ん
だ
。

　

ナ
ウ
マ
ン
ゾ
ウ
博
物
館
と
野
尻
湖
の

湖
畔
周
辺
で
は
、
ナ
ウ
マ
ン
ゾ
ウ
の
発

掘
調
査
に
つ
い
て
発
掘
に
関
わ
っ
て
き

　

講
師
に
長
野
県
文
化
財
保
護
協
会
常

務
理
事
の
高
原
正
文
さ
ん
を
迎
え
、
13

人
が
参
加
し
た
。

　

全
4
回
の
講
座
の
第
１
回
を
7
月
21

日
に
実
施
し
、
最
初
に
池
田
町
境
の
明

科
南
陸
郷
の
泉
福
寺
本
堂
・
薬
師
堂
を

訪
れ
た
。
用
意
さ
れ
た
写
真
入
り
の
資

料
を
も
と
に
、
分
か
り
や
す
い
説
明
で

建
物
の
構
造
や
時
代
背
景
等
が
理
解
で

き
た
。
そ
の
後
、
穂
高
の
曽
根
原
家
住

宅
・
新
屋
地
区
公
民
館
・
松
尾
寺
本
堂
・

鐘
の
鳴
る
丘
集
会

所
を
見
学
し
た
。

ど
の
場
所
で
も
参

加
者
か
ら
の
質
問

が
多
く
関
心
の

高
さ
が
う
か
が

え
た
。

　

明
科
の
魅
力
再
発
見
講
座
（
第
3

回
）
～
廃
線
敷
に
Ｄ
51
が
走
っ
た
時
代

～
が
、
6
月
20
日
明
科
公
民
館
講
堂
で

開
催
さ
れ
た
。
市
環
境
基
本
計
画
に
沿

っ
て
推
進
し
て
い
る
『
歩
い
て
楽
し
い

ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
潮
沢
ロ

マ
ン
の
会
）』
の
メ
ン
バ
ー
6
人
が
講

師
と
し
て
「
潮
沢
に
鉄
道
が
敷
か
れ
る

ま
で
」「
篠
ノ
井
線
を
め
ぐ
る
ロ
マ
ン

あ
る
お
話
あ
れ
こ
れ
」「
廃
線
敷
の
み

ど
こ
ろ
紹
介
」
の
ナ
レ

ー
シ
ョ
ン
と
映
像
を
担

当
。
46
人
が
、
Ｄ
51
の

走
っ
た
時
代
に
想
い
を

寄
せ
参
加
。
ま
た
、
講

座
に
併
せ
て
Ｄ
51
・
Ｃ

56
な
ど
の
写
真
展
示
会

も
開
催
し
、
8
月
末
ま

で
好
評
展
示
し
た
。

　

堀
金
公
民
館
は
「
ふ
る
さ
と
常
念
の

里
講
座
」
と
し
て
6
月
か
ら
11
月
に
か

け
て
「
菊
づ
く
り
講
座
・
初
心
者
の
福

助
づ
く
り
」
を
開
催
し
て
い
る
。
初
め

て
の
試
み
で
あ
り
、受
講
者
は
8
人
で
、

黒
岩
宏
成
さ
ん
を
講
師
に
11
月
の
「
堀

金
地
域
文
化
祭
」
へ
の
出
展
に
向
け
活

動
を
始
め
た
。
直
径
約
15
㌢
の
5
号
鉢

に
、
草
丈
40
㌢
程
に
な
る
コ
ン
パ
ク
ト

で
、
初
心
者
向
け
の
「
福
助
」
の
仕
立

て
方
を
学
ん
で
い
る
。
6
月
の
講
座
で

は
座
学
で
学
び
、
7
月
の
講
座
で
苗
の

鉢
植
え
を
行
っ
た
。鉢
に
土
を
仕
込
み
、

植
栽
し
て
、
乾
燥
肥
料
の
施
肥
や
成
長

抑
制
剤
の
散
布
を
し
て
か
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
家
に
持
ち

帰
っ
た
。朝
日

の
当
た
り
方

や
水
や
り
等

を
調
節
し
な

が
ら
、
次
の

講
座
に
持
ち

寄
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

（
山
東
路
）

山
登
り
は
感
性
を
磨
く

暮
ら
し
と
と
も
に
歩
ん
で

き
た
安
曇
野
の
建
物
講
座

明
科
の
魅
力
再
発
見
講
座

北
信
濃
学
び
の
旅

　
菊
づ
く
り
物
語

欅

岩
原
地
区
の
裏
山
に
安
楽
寺
跡

や
大
同
寺
跡
と
い
っ
た
遺
跡
が

あ
る
◆
山
道
脇
の
古
い
堤
で
人
里
で
は

見
か
け
な
く
な
っ
た
ホ
タ
ル
が
宵
闇
に

飛
び
交
う
光
を
み
つ
け
た
◆
昔
の
遠
い

思
い
を
呼
び
覚
ま
す
幻
想
的
な
風
景
に

し
ば
ら
く
浸
っ
た
。（
Ｔ
・
Ｙ
）

高野辰之記念館にて


